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【一般質問内容】 
平成2６年 習志野市議会 第一回定例会 

平成２６年 習志野市議会 第一回定例会が、２月１８日から３月２４日まで開かれました。 
一般質問は、２月２８日に行いました。主な内容は、上記の通りです。習志野市ホームページ内 
（市議会 議会中継）においても動画配信をしております。 

１.習志野市の経営について  
       (1) 組織のスリム化について   (2) 意思決定の采配について  
       (3) 事務事業の円滑化について  (4) 将来展望について  

２.習志野文化ホールについて  
  平成２５年第四回定例会（１２月議会）以降の 
   進捗状況について 

「 

質
問 

」 

新
庁
舎
を
早
く
つ
く
る
べ
き

だ
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
今

回
の
債
務
負
担
行
為
を
し

な
い
、
ま
た
は
、
中
止
し
た

場
合
の
財
政
的
な
影
響
を

与
え
る
も
の
と
は
何
か
、
財

政
部
長
に
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

こ
の
た
び
新
年
度
予
算
で
債

務
負
担
行
為
、
約
百
十
億
円

の
新
庁
舎
建
設
に
か
か
わ
る

予
算
計
上
し
た
。
こ
の
債
務

負
担
行
為
に
お
い
て
は
、
事

業
者
を
決
定
し
、
そ
の
た
め

の
財
源
の
保
証
、
負
担
と
い

う
こ
と
で
提
案
を
し
て
い
る
。

仮
に
、
債
務
負
担
行
為
を
な

く
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
と
、

言
い
か
え
れ
ば
、
庁
舎
建
設

を
中
止
も
し
く
は
延
期
し
た

ら
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
部 
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■所 属 会 派   環境みらい（平成２５年４月１日より環境都市習志野をめざし超党派で結成） 
■所属委員会 〇議会運営委員会 ○総務常任委員会（副委員長） ○農業委員会  
■特別委員会 〇公共施設調査特別委員会 〇一般会計予算特別委員会 

■本紙は再生紙を使用しております。■発行日：平成２６年４月１２日 

討議資料 

こんにちは、相原です。平成２６年 習志野市議会 第一回定例会では、平成２６年度予算審議の結果 
一般会計予算５５１億３千万円の予算案が賛成多数で可決されました。詳しくは習志野市のホーム
ページや広報誌等をご参照ください。 
平成２６年度予算における主な数値 
●予算規模 ※一般会計 ５５１億３千万円（２５年度５１８億２千万円、前年度より３３億１千万円、６．４％増） 
●市税収入 ２５５億円（２５年度２４７億円、前年度より８億円、３．３％増） 
●自主財源比率 ※自主財源とは市税・使用料等市が自主的に収入しうる財源のこと。 
  ６１．２％（２５年度６１．３％、前年度より０．１ポイント減） 
●義務的経緯費比率 ※義務的経費とは人件費・扶助費・公債費の計で任意に削減できない経費のこと。 
  ４６．９％（２５年度４９．４％、前年度より２．５ポイント減） 
    ⇒人件費／２０．６％（２５年度２２．１％） 扶助費／１７．８％（２５年度１８．０％） 公債費／８．５％（２５年度 ９．３％） 

●職員数 ※企業会計を含む全職員数の26年4月1日見込み １,４３４人（２５年４月１日１,４１７人） 
●債務残高 ※一般会計と公共下水道会計の計の26年度末見込み 
  ９０２億円（２５年度末見込み ７７７億円、前年度より１２５億円増） 
    ⇒一般会計債務合計／６０３億円 ・公共下水道会計分／２９９億円 
●基金現在高 ※全会計の26年度末見込み 
    １００億円（２５年度末見込み１３３億円、前年度より３３億円減） 
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新
庁
舎
建
設
に
向
け
た 

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て 

 

一
般
会
計
予
算 

 
 

特
別
委
員
会 

分
で
の
財
政
的
な
影
響
は
、

ま
ず
第
一
点
は
、
こ
の
庁
舎

建
設
に
か
か
わ
る
財
源
の
一

つ
の
中
に
、
地
方
債
、
一
般

財
源
、
そ
し
て
国
か
ら
の
震

災
復
興
特
別
交
付
税
、
こ
れ

を
財
源
と
い
う
こ
と
で
予
定

し
て
い
る
。
震
災
復
興
特
別

交
付
税
に
つ
い
て
は
二
十
二

億
円
を
現
在
見
込
ん
で
い
る

が
、
こ
の
特
別
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
平
成

二
十
七
年
度
ま
で
の
特
別
枠

と
し
て
の
支
援
で
あ
る
。
言

い
か
え
れ
ば
、
こ
の
庁
舎
建

設
を
先
送
り
し
た
場
合
に
は
、

こ
の
特
別
交
付
税
の
支
援
の

見
込
み
が
困
難
、
も
し
く
は

危
う
く
な
る
と
い
う
リ
ス
ク

が
大
変
大
き
い
。
別
の
言
い

方
を
す
れ
ば
、
先
に
延
ば
し

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
二

十
二
億
円
は
市
民
に
負
担

を
さ
せ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
、
い
う
こ
と
に
な
る
。

新
た
な
市
民
へ
の
負
担
と
い

う
こ
と
で
の
リ
ス
ク
を
か
け

る
の
か
、
も
し
く
は
先
延
ば

し
を
す
る
の
か
、
も
し
く
は
、 

そ
う
い
う
状
況
を
踏
ま
え
て

現
在
行
う
の
か
、
財
源
的
な

部
分
で
は
、
そ
う
い
っ
た
大

き
な
問
題
が
あ
る
と
思
う
。 

さ
ら
に
は
消
費
税
、
こ
の
四

月
か
ら
８
％
に
な
る
が
、
平

成
二
十
七
年
十
月
か
ら
は

10
％
の
予
定
。
債
務
負
担
行

為
を
先
行
き
延
ば
し
た
場

合
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
財

政
的
な
負
担
も
生
じ
る
こ
と

に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
資
材

の
高
騰
、
も
し
く
は
労
務
単

価
、
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
提
と
し
て

考
え
る
と
、
こ
れ
ら
資
材
高

騰
、
労
務
単
価
の
ア
ッ
プ
は
、

下
が
る
要
因
と
し
て
は
非
常

に
少
な
い
。
つ
ま
り
、
先
延
ば

し
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
財

政
的
な
部
分
と
し
て
は
大
き

く
な
る
と
、
見
込
ん
で
い
る
。 

あ
わ
せ
て
、
緊
急
的
な
対
応

と
し
て
の
部
分
と
し
て
は
、

現
状
、
こ
の
庁
舎
に
お
い
て
、

仮
庁
舎
、
第
二
、
第
三
、
第

四
分
室
、
教
育
委
員
会
等
々
、

庁
舎
そ
れ
ぞ
れ
が
点
在
し
い

る
。
市
民
の
立
場
で
言
え
ば
、

大
変
使
い
づ
ら
い
、
利
用
し 

づ
ら
い
、
不
便
を
来
す
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

行
政
の
立
場
か
ら
言
う
と
、

行
政
運
営
に
お
い
て
は
非
常

に
不
効
率
な
状
況
の
中
で
の

庁
舎
の
位
置
づ
け
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
る
。
現
実
的

に
は
、
こ
れ
ら
各
庁
舎
間
の

移
動
コ
ス
ト
が
約
五
千
万
円

の
ロ
ス
が
出
て
い
る
と
い
う

状
況
の
た
め
財
政
的
な
観
点

か
ら
言
え
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
と
し
て
、
今
後
、
先
送

り
し
た
場
合
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
課
題
が
出
て
く
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

８月３日 日 
開催時間：１５：３０～１７：００ 
会場：鷺沼集会所【根神社の下（社務所）】 

第９回「議会報告会」 
開催のお知らせ 



習
志
野
市
の
経
営 

                       

に
つ
い
て 

 

一
般
質
問 

「 

質
問 

」 

一
点
目
は
、
組
織
の
ス
リ
ム

化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

る
の
か
。
二
点
目
は
、
意
思

決
定
の
采
配
に
つ
い
て
三
点

目
は
、
事
務
事
業
の
円
滑
化

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
計
画

し
て
い
る
か
。
四
点
目
は
、 

将
来
展
望
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

習
志
野
市
の
経
営
に
係
る

質
問
四
点
に
つ
い
て
、
一
括

回
答
。
習
志
野
市
で
は
、
平

成
二
十
六
年
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
新
た
な
基
本

構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に

併
せ
、
現
行
の
経
営
改
革
プ

ラ
ン
の
計
画
期
間
を
一
年

前
倒
し
し
、
経
営
改
革
大
綱

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
次

期
前
期
基
本
計
画
の
計
画 

期
間
に
合
わ
せ
た
、
平
成
二

十
六
年
度
か
ら
三
十
一
年
度

ま
で
の
、
本
市
の
経
営
改
革

の
取
り
組
み
を
統
括
す
る
。

新
た
な
経
営
改
革
大
綱
は
、

基
本
構
想
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
「 

自
立
的
都
市

経
営
の
推
進
」を
目
的
と
し

て
、
将
来
を
見
据
え
た
一
層

の
経
営
改
革
を
実
現
す
る

こ
と
で
、
基
本
構
想
、
基
本

計
画
を
し
っ
か
り
と
下
支
え

し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
本

大
綱
で
は
、
基
本
理
念
と
し

て
、
「 

経
営
資
源
の
有
効
活

用
に
よ
る
最
適
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
」、
「 
持
続

可
能
な
財
政
構
造
の
構
築
」、

「 

協
働
型
社
会
の
構
築
に

よ
る
自
治
体
経
営
の
推
進
」

の
三
点
を
掲
げ
て
い
る
。
そ

れ
を
受
け
た
目
標
と
し
て
、 

一
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
強
化
に 

 
 

 

よ
る
計
画
的
で
ス
ピ
ー
ド
感  

   

あ
る
行
財
政
運
営
の
推
進 

二
、
効
率
的
・効
果
的
な 

   

自
治
体
経
営
の
実
現 

三
、
計
画
的
な
能
力
向
上
の 

   

取
組
に
よ
る
人
材
育
成 

四
、
公
共
施
設
の
再
生 

五
、
財
政
の
健
全
化 

六
、
公
民
連
携
と
市
民
協
働 

 

 
 

の
推
進
の
六
点
を
掲
げ
、

各
々
の
基
本
的
方
向
を
設

定
し
て
い
る
。
組
織
の
ス
リ

ム
化
、
意
思
決
定
の
采
配
、

事
務
事
業
の
円
滑
化
に
つ
い

て
は
、
本
大
綱
の
経
営
改
善

編
に
お
い
て
、
「 

効
率
的
・

効
果
的
な
自
治
体
経
営
の

実
現
」を
目
標
と
し
て
掲
げ
、

そ
の
基
本
的
方
向
と
し
て
、

「 

機
能
的
な
組
織
機
構
の

構
築
と
運
営
」、
「 

事
務
処

理
手
法
の
改
善
内
部
管
理

業
務
の
効
率
化
」、
「 

定
員

管
理
の
適
正
化
」な
ど
を
定

め
て
お
り
、
主
な
取
組
項
目

の
ひ
と
つ
に
、
「 

機
能
的
か

つ
効
率
的
な
執
行
体
制
の
構

築
」を
設
定
し
て
い
る
。
本

市
に
お
け
る
現
行
の
組
織
や

意
思
決
定
の
あ
り
方
等
に
つ

い
て
は
、
公
平
・公
正
・中
立

で
あ
る
べ
き
行
政
と
し
て
、

そ
の
運
営
上
の
安
全
・安
心

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
常
に
重
要

な
課
題
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で

も
様
々
な
機
会
、
手
法
に
よ 

り
、
改
善
を
積
み
重
ね
て
き

た
経
過
の
中
で
、
現
在
の
体

制
を
構
築
し
て
き
た
。
し
か

し
、
平
成
二
十
四
年
度
に
実

施
し
た
業
務
分
析
結
果
に

お
い
て
も
、
担
当
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
よ
り
、
内
部
管
理
業
務

に
係
る
業
務
比
率
の
多
さ
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
組
織
機

構
改
革
へ
踏
み
込
ん
だ
業
務

の
削
減
に
つ
い
て
も
、
提
言
を

受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
、
経
営
改
善
編
に
掲
げ
た

業
務
の
外
部
化
や
定
員
管
理

の
適
正
化
と
併
せ
、
執
行
体

制
の
改
革
に
取
り
組
む
こ
と

は
、
事
務
事
業
の
円
滑
化
に

も
寄
与
す
る
も
の
と
、
認
識

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状

の
組
織
機
構
上
の
課
題
に
つ

い
て
整
理
・検
討
し
た
上
で
、

不
断
の
改
革
を
実
行
し
て
い

く
。
さ
ら
に
、
将
来
展
望
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
地
方
分
権

改
革
の
進
展
や
市
民
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
と
い
っ
た
変
化
が

見
込
ま
れ
る
が
、
第
一
次
経

営
改
革
大
綱
に
基
づ
く
様
々

な
経
営
改
革
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
自
ら
の
責
任
と 

創
意
工
夫
の
も
と
、
限
り
あ

る
経
営
資
源
を
有
効
活
用

し
、
最
適
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
市
民

満
足
度
の
向
上
を
目
指
す
。 

「 

質
問 

」 

組
織
機
構
上
の
課
題
に
つ
い

て
、
今
後
、
整
理
・検
討
と
の

こ
と
だ
が
、
現
状
で
は
ど
の

よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
か

伺
う
。 

「 

回
答 

」 

前
提
と
し
て
、
簡
素
で
効
率

的
な
組
織
運
営
の
観
点
か

ら
、
組
織
は
、
肥
大
化
さ
せ

な
い
こ
と
が
命
題
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
は
、
き
め
細
か

い
組
織
対
応
が
必
要
と
な

る
面
も
あ
り
、
毎
年
春
に
実

施
し
て
い
る
各
部
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
通
し
て
、
各
部
局

の
認
識
し
て
い
る
組
織
体
制

の
課
題
を
把
握
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
現
状
の
組

織
機
構
に
お
い
て
は
、
国
県

か
ら
の
権
限
移
譲
や
法
制

度
改
正
に
よ
る
業
務
量
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
の
、

外
部
化
も
含
め
た
業
務
体 

制
づ
く
り
、
子
ど
も
・
子
育

て
新
制
度
へ
の
移
行
を
控
え

た
こ
ど
も
部
体
制
の
再
構

築
、
ま
た
、
二
十
四
年
度
に

実
施
し
た
業
務
分
析
結
果

に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
内
部
管
理
業
務
の
効
率

化
な
ど
が
、
現
状
に
お
け
る

課
題
で
あ
る
と
、
捉
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
組
織
機
構
上

の
課
題
へ
の
対
応
と
併
せ
、

現
状
の
業
務
の
改
善
や
外

部
化
に
よ
る
業
務
量
の
圧

縮
に
取
り
組
み
、
限
ら
れ
た

職
員
数
の
中
で
も
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。 

「 

質
問 

」 

市
民
満
足
度
の
向
上
の
た
め

に
「 

自
ら
の
責
任
と
創
意
工

夫
」と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

「 

自
ら
の
責
任
」
と
は
、
少

子
高
齢
化
、
高
度
情
報
化
、

経
済
の
変
動
な
ど
、
大
き
な

環
境
変
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、

更
に
は
地
方
分
権
改
革
が
進

む
中
で
、
基
礎
自
治
体
と 

 

そ
の
中
で
も
、
同
ホ
ー
ル
の

運
営
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
等
へ
の
影
響
が

大
き
く
、
特
に
予
約
受
付
が

一
年
前
の
月
初
め
に
は
可
能

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
、

市
直
営
を
視
野
に
入
れ
た

方
針
を
打
ち
出
す
必
要
に

迫
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
同
法

人
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
な

ど
を
参
考
に
、
「 

休
館
日
」 

「 

利
用
料
金
」「 

予
約
方

法
」
「 

減
免
制
度
」な
ど
を

検
証
し
、
去
る
二
月
六
日
の

理
事
会
に
お
い
て
、
平
成
二

十
七
年
度
以
降
の
運
営
方

法
の
変
更
を
決
定
し
た
。
変

更
の
主
な
目
的
は
、
次
の
四

点
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
一
点

目
は
、
開
館
日
数
の
増
加
及

び
稼
働
率
の
向
上
。
二
点
目

は
、
改
修
工
事
費
用
を
鑑
み

た
収
益
の
増
加
。
三
点
目
は
、

受
益
者
負
担
の
見
直
し
。
四

点
目
は
、
今
後
の
消
費
税
改

正
へ
の
対
応
。
こ
れ
ら
の
変

更
は
、
同
法
人
が
市
直
営
を

想
定
し
、
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
教
育
委
員

会
と
し
て
も
、
重
く
受
け
止 

め
る
と
と
も
に
、
高
く
評
価

し
て
い
る
。
今
後
も
、
法
人

及
び
行
政
が
双
方
の
立
場

を
尊
重
し
、
引
き
続
き
関
連

機
関
と
連
携
す
る
中
で
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
課
題
に
つ
い
て
、

着
実
な
成
果
を
積
み
重
ね

て
い
く
。 

「 

質
問 
」 

現
在
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

は
、
教
育
分
野
に
限
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
使
用

さ
れ
て
い
る
。
直
営
後
も
同

様
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

所
管
部
署
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
見
解
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
利

用
者
の
目
線
に
立
ち
、
利
用

勝
手
に
つ
い
て
は
、
現
状
維

持
を
前
提
に
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
習
志
野
文
化
ホ
ー
ル

の
経
営
自
立
の
視
点
か
ら
は
、

更
な
る
利
用
拡
大
も
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
は
、
教

育
委
員
会
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

適
切
な
部
署
を
選
定
す
べ

き
と
の
前
提
の
も
と
、
関
連

部
署
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。 
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「 

回
答 

」 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
定

例
会
に
お
い
て
、
昭
和
五
十

三
年
十
二
月
に
設
立
し
た

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、

老
朽
化
の
進
行
、
そ
の
対
策

に
要
す
る
人
員
の
確
保
及

び
資
金
の
調
達
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
二

十
五
年
十
一
月
十
二
日
付

け
で
、
同
ホ
ー
ル
を
所
有
し
て

い
る
公
益
財
団
法
人
習
志
野

文
化
ホ
ー
ル
か
ら
習
志
野
市

に
対
し
て
、
直
営
施
設
と
し

て
の
改
修
を
前
提
に
、
法
人

の
資
産
の
受
領
及
び
負
債

を
引
き
受
け
て
ほ
し
い
旨
の

依
頼
文
書
が
提
出
さ
れ
た

こ
と
を
答
弁
し
た
。
そ
の
後
、

今
日
に
至
る
ま
で
、
法
人
の

実
情
等
を
斟
酌
し
、
協
議
を

重
ね
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、

「 

公
益
財
団
法
人
習
志
野
文

化
ホ
ー
ル
の
保
有
財
産
の
整

理
」「 

公
益
財
団
法
人
習
志

野
文
化
ホ
ー
ル
の
定
款
等
の

変
更
」「 

市
直
営
に
伴
う
課
題

の
洗
い
出
し
」な
ど
多
岐
に
亘

る
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。 

し
て
の
習
志
野
市
が
、
自
主

自
立
し
た
「 

地
方
政
府
」と

し
て
、
継
続
的
な
改
革
に
取

り
組
み
つ
つ
、
市
民
生
活
を

安
定
・充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
「 

創
意
工
夫
」と
は
、

効
率
的
な
行
政
運
営
の
も

と
、
本
市
の
潜
在
能
力
を
十

分
に
発
揮
さ
せ
、
市
全
体
の

魅
力
の
向
上
を
図
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
市
の
発

展
の
た
め
に
将
来
を
見
据
え

た
前
向
き
な
改
革
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
財
源
で
あ
る
税
収
確

保
と
ま
ち
の
活
力
を
維
持

し
、
生
産
年
齢
人
口
層
を
引

き
寄
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
く
。 
    

「 

質
問 

」 

平
成
二
十
五
年 

第
四
回
定
例

会
（ 

十
二
月
議
会 

）以
降
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

習
志
野
文
化
ホ
ー
ル
に 

つ
い
て 


